
汎用ラック  FSR-SHシリーズ／FSR-SIシリーズ

FORVICE製19インチラックのスタンダード。
扉に高開口率のパンチングを採用、排熱が効率よく行えます。

■基本構成 ■オプション構成

※寸法は扉を含まない数値です。

マウントアングル：EIA規格・ケージナット仕様…�組�本
接地端子：M�グリーンボルト…�本

両側面パネル
固定式・窓なし

前後扉
片扉・パンチング窓

天板
窓なし本体フレーム

FSR-SH ��Uタイプ組合せ例組合せ例
構 成

寸 法（㎜）

質 量（㎏）

FSR-SH����E ＋オプション
W���×H����×D����
���.�

FSR-SH ��Uタイプ
構 成

寸 法（㎜）

質 量（㎏）

FSR-SH����E ＋オプション
W���×H����×D����
���.�

自在なカスタマイズが可能 開口率��.�％の扉
セキュリティ性や強度を保ちつつ、��.�％の高い開口
率を実現しています。

ご使用環境に合わせたサイズにてラックを制作いたし
ます。希望のパーツを組み合わせてお作りします。

890㎏
静荷重

指令準拠

RoHS
規格準拠

EIA　JIS

FSR-SIシリーズ
汎用ラック

890㎏
静荷重

※NEBS zone�：地震の加速度を����galとした際の耐震規格
※�：NTT試験波R�：地震の加速度を���galとした際の耐震規格

300㎏
耐震荷重 NEBS

ZONE� ※�

幅

高
さ
奥

行

��� ／���（㎜）

���／����／����／����／����／����（㎜）

��� ／��� ／��� ／��� ／����（㎜）

※扉含まず

汎用ラック

FSR-SHシリーズ
スタンダードタイプ

NEBS準拠タイプ

【構成品バリエーション】

窓なし
パンチング窓
FAN 付

標準装備：片扉・パンチング窓
標準装備：窓なし

標準装備：固定式・窓なし

お見積もりご希望の際は、ラック寸法・配色と
構成（前後扉・側面パネルの有無等）を担当営業へお伝えください。

標準装備：EIA 規格

標準装備：平面ハンドル・鍵付き

型番
指定方法

❶ラックの種類
❷ラック幅（W）
❸ラック高さ（H）
❹ラック奥行（D）
❺マウントアングル規格

FSR-SHシリーズ…SH　 FSR-SIシリーズ…SI 
ラック幅（㎜）の百の位の数値　〈例〉W���…�
ラック高さ（㎜）の千の位と百の位の数値   〈例〉H����㎜…��
ラック奥行（㎜）の百の位の数値　〈例〉W����…�
　　EIA規格…E　JIS規格…J

FSR-SH-� �� � E
❶　  　 ❷　 ❸　　❹　❺

天板

ラッチ式 ・パンチング窓
ラッチ式 ・窓なし
ネジ式 ・パンチング窓
ネジ式 ・窓なし
セキュリティタイプ ・パンチング窓
セキュリティタイプ ・窓なし

側面パネル

ラック拡張フレーム

→詳細は P.��

片扉・窓なし
片扉・塩ビ窓
片扉・パンチング窓
折戸・窓なし
折戸・パンチング窓

前面・背面扉

平面ハンドル・鍵付き ※
平面ハンドル・電磁ロック※

※折戸扉・分割ラックには使用できません

ハンドル

EIA 規格
JIS 規格

マウントアングル

【オプション】
サポートレール

→詳細は P.��

熱対策

→詳細は P.��

電源

→詳細は P.��

地震対策

→詳細は P.��

→詳細は P.��

→詳細は P.��

→詳細は P.��

→詳細は P.��→詳細は P.��
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※パンチング窓の場合

560㎏
耐震荷重 NTT試験波

R� ※�

指令準拠

RoHS
規格準拠

EIA　JIS

!この製品の
POINT

搭載機器 �����W における
Δｔ値 ��℃未満を実測。

N9
ホワイト

サテン
ブラック

■塗装色



汎用ラック   FSR-SHシリーズ ／ FSR-SIシリーズ ／ COLOシリーズ
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型番
指定方法

❶ラックの種類
❷ラック幅（W）
❸ラック高さ（H）
❹ラック奥行（D）
❺マウントアングル規格

FSR-SH-� �� � E
FSR-SHシリーズ…SH     FSR-SIシリーズ…SI
ラック幅（㎜）の百の位の数値　〈例〉W���…�
ラック高さ（㎜）の千の位と百の位の数値   〈例〉H����㎜…��
ラック奥行（㎜）の百の位の数値　〈例〉W����…�
　　EIA規格…E　JIS規格…J

❶　　❷　 ❸　　❹　❺
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■オープンラック：本体フレーム＋天板（窓なし）＋マウントアングル


